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このほか、遺伝学の藤井健次郎門下の篠遠喜人のもとに東京大学を卒業した神谷宣郎は原形
質流動を中心とする独特の細胞生理学の分野を切り聞き、多くの優れた門下生を輩出した。神
谷は大学卒業後渡独し、ギーセン大学のE.キュスター (1874-1953)のもとで学び、第二次
大戦中ドイツから米国へ渡りペンシルパニア大学のザイフリッツのもとで研究するというユニ
ークな経歴をもっO ここから神谷特有の、他とは異なる独自のスクールが打ち立てられたとい
えよう。ただ、神谷の師事したキュスターも若い頃ライプチヒのペブアーに学んだことがある
(生まれはザックスと同じプレスラウ)。キュスターははじめ病理学を研究していたが、後に原
形質分離法を利用し、植物の原形質学ともいうべき領域を創った細胞生理学者であった。
もう一つ付け加えておくべきことはわが国の倉敷、もと大原農業生物研究所(現岡山大学資
源生物科学研究所)に収められている「ペファ一文庫jである。当時同研究所員だった山口の
希望により研究所創設者大原孫三郎が財を投じてペファーの蔵書を購入したものである。第一
次大戦後のドイツのインフレーション中、ベファーの死去の機会に得た幸運といえよう。この
文庫の価値は実に計り知れないもので、その長期保存と研究者による利用の拡大が望まれる。
平成三年、同研究所長の努力と大原奨農会の出資によりペファ一手書きのノート 2巻が復刻さ
れたことは誠に喜ばしい。ここでもわが国の植物生理学とドイツとの深いつながりが実感できるD
4.その後の発展
三好学に始まり、柴田桂太以後の日本の植物生理学、生理化学は、東京大学では服部静夫、
田宮博を経て伝統がつくられ、植物代謝生理学、光合成の研究が興隆した。中でも特筆すべき
は柴田、田宮らによるチトクロームに関する研究で、 ドイツの o.ワールブルクや英国の D.ケ
イリンらの研究と比肩するものであった。また、三好、柴田に代表されるべファーの学風は京
都大学における郡場寛門下の生理生態学をはじめ、北海道大学、東北大学、名古屋大学、大阪
大学、九州大学、東京都立大学、大阪市立大学などに広がった。また、大阪大学では神谷宣郎
の細胞生理学がその学風を誇った。また、生態学で三好門下の中野治房に学んだものの関係者
の多くも生理学の分野で活躍した。
このようにみると、日本の植物生理学、生理化学はその始まり以来、何らかのつながりでザ
ツクス、そしてベファーの流れを汲み、そして現在までの伝統ができてきたことがはっきりと
わかる。 (H.ギムラー編、田沢仁、松本友孝、増田芳雄訳「植物生理学、栄養学の創始者ユリ
ウス、ザツクスー今日に生きる苦闘と栄光J225-237頁、学会出版センタ一、 1992;原文:y.
Masuda "Professor Julius Sachs and his influence on plant physiology in Japan" in "Julius 
Sachs und die Pflanzenphysiologie heute" herausgeg. von H. Gimmler， pp.163・166，Verlag 
der Physik.-Med.Gesellschaft， 1984) 
fペファ一文庫のことj
理学部植物学科に私が入学した当時、京大では学部の壁はあまりなく、学生は他学科だけで
なく、他の学部の講義もほとんど自由に聴講し、単位を得ることができた。教授のなかには植
物学の術語すべてにドイツ語を用いて講義する今村駿一郎農学部教授がおられた。戦争中の「英
語敵性語」時代に中学に行った私は、高等学校ではドイツ語を第一外国語として学んだせいも
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あってか、今村先生の講義を全く欠席せずに楽しみに聴講し、「応用植物学特論。今村駿一郎。
成績優」を今でも持っている。今村先生は何かというとライプチヒ大学のペファーは偉大な植
物学者だ、その蔵書は倉敷にあるから、一度は倉敷の“ベファ一文庫"を見てきなさい、と耳
にたこができるほど仰言った。
それから随分経ってから私は当時岡山大学農業生物研究所の図書館にペファ一文庫を初めて
訪れた。書架に並ぶ沢山の古めかしい書籍の棚は京大植物学教室の図書室と似たようなものだ
った。しかし、ダーウインやパスツールらのサイン入りの有名な著書など革表紙の蔵書がずら
りと並び、その脇で、は額に入った偉大な植物学者の顔が書架から青二才の私を無視するように
斜めに向いている厳かな文庫の雰囲気に、私は圧倒される思いだった。植物生理学の大先輩太
田行人さんが東大大学院生時代に“気力を奮い立たせる"ためにこの文庫を訪れたとき、文庫
に対面しただけで“げんなり"したというのも判らないでもない(太田行人「右往左往J1993)。
それにもまして私が驚いたのは、ペファーの自筆メモがきっしりと書き込まれた 2冊の特製大
判「植物生理学ハンドブック」が木製机の上に置かれていたのを見たときだった。偉大な植物
学者ペファーの自筆筆跡をおそるおそる見るだけでも手が震える思いなのに、この 2冊はガラ
ス箱にも入らず、そこらに転がっていそうな机に無造作にポンと乗っかっていた。私どもにと
ってはトプカピ宮殿のダイヤモンドよりも貴重な、いわは植物学では世界の秘宝ともいうべき
このかけがえのない 2冊を、もし誰かに持ち去れれないまでもページが破られはしないかとか、
空気に直接曝されて傷みはしないか、など、特製版の取扱いについて、このとき以来私は勝手
に取り越し苦労をし始めた。
1960年代はじめ、私がヨーロッパで在外中、たまたま西ドイツ、チューピンゲンを訪れ、生
理時計の存在を証明したことで有名なE.ピュンニング教授を訪ねた。先生は自他ともに許すペ
ファーの研究上の後継者で、倉敷の「ベファ一文庫」に並々ならぬ関心を持っていた。ピュン
ニング先生が来日し、私がお供をして倉敷の同文庫を訪ねたのはそれから 16、7年も経った 1978
年のことで、瀬戸大橋の着工式の日に偶然行き合わせたその日のことを私は忘れられない。ペ
ファ一文庫の書棚の前に立った先生は 1冊 1冊手に取り、感慨深げにページをめくりながら長
い間立ち尽くしていた。このとき、幸い2冊の特製版はガラス箱に収められていた。
彼自身の著書その他約1万2000編の文献図書を網羅するベファー文庫がなぜ倉敷にあるのか、
については以前研究所の所長であった高須謙ーさんの「プエッファ一文庫由来J(岡山大学史一
昭和 44-54年)に詳しい。かいつまんでその内容を紹介するといかのような経緯がある。大正
4年に研究所員として当時は私立の大原農業研究所に赴任した山口弥輔(後東北帝国大学教授)
が植物生理学関係の図書雑誌を購入したいと思い、ライプチヒの書庖から関係のリストを送っ
て貰ったところ、そこにペファーの蔵書が含まれていることを知った。第一次世界大戦敗戦後、
最後の講義を終えた翌日の 1920年 1月31日にペファーは亡くなったが、当時の敗戦後ドイツ
のインフレーションのため遺族は経済的に困窮し、蔵書を売に出したのだった。ペファ一文庫
はインフレ時代のドイツでは 66万マルクという価格だと書庖から知らせてきた。大原農業研究
所は倉敷紡績を輿し、かの大原美術館を創立した人で文化に理解の深い実業家として知られる
大原孫三郎の手によって創立されたものであって、そのスポンサーとして孫三郎は金も力も出
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レ惜しみしなかったと聞く。その大原孫三郎に山口はお伺いを立てたのである。その結果、許
しが出、研究所の予算とは別に、大原のポケットマネーでペファ一文庫を購入してくれること
になった。大正 11年に 2万 1400円の支払であった。書庖の話では、当時、アメリカ、オース
トラリア、日本の三国からペファ一文庫購入の申し出があったという。日本でも大原農業研究
所のほか、京都帝国大学理学部植物学教室も購入を申し込んでいた。文庫がアメリカに売られ
なかったのは、未亡人の断によるもので、その理由はペファー教授夫妻の子息が西部戦線でア
メリカ軍と対戦中に戦死したからだと言われる。また、研究所に決まった理由は、交渉に当た
った若い山口が売値をそのまま受け入れたからではないか、という本人の談だ、ったそうである。
私たちにとって「ペファ一文庫」がなぜ大切なのか、それにはペファーという人物とその研
究、そして日本の植物学との関係について述べておかねばならない。
ペファーは、それまでのドイツにおけるロマン的自然哲学を脱却し、真に科学としての植物
生理学を確立した人物と評価されている。もし、ノーベル賞に植物学部門があるとすれば(実
はない)受賞者第一号はペファーをおいて他に無いと、後にいわれるようになった。ペファー
の学問を学ぶため世界各国から多くの門下生が集まり、その数は 265人に達し、文字通り世界
の植物学に多大の影響を及ぼした。ペファーのいた教授室を訪ねると、今もその入口に彼のレ
リーフが掛っている。
面白いことにペファー先生の名前 Pfefferは英語の pepperにあたり、コショウの意味であ
る口そこから、その学派は親しみをこめて“コショウ学派"と呼ばれるようになった。そして
日本の植物生理学もこの学派に属することになった。すなわち、明治 29年、東大に植物学第二
講座が創設され、 3年間ライプチヒ大学のペファーのもとで研究したドイツ帰りの三好学がその
教授となった。三好学はその著「欧州植物学暁近の進歩J(敬業社、明治 29年)で次のように
記している。
“植物生理学上ノ研究ハ、今ヨリ十数年来現今ニ至ルマデ、着々歩ヲ進メ来タリ、研究ノ問
題益々綴密ノ境ニ入リ、且つ細微ノ点ニ達セリ、殊ニ近来ノ傾向タルヤ、フエッファー氏一派
ノ学派ニテハ、一層精綴ノ方法ヲ以テ植物体ノ諸顕象ヲ考究シ、独リ性質的ノミナラズ、マタ
計算的ニ看測シ、即チ其量ト数トヲ精算スル事ヲ力ム…"
明治当時の難しい文章表現であるが、この部分はペファーの研究の特徴を簡潔明瞭に描写し
ている。要するに、ペファーの学問は、それまでの記載的な植物学を完全に脱度し、斬新な研
究方法により、客観的、定量的に植物の生理現象を研究するものである、という意味であろう。
彼は単に植物にかぎらず、生命現象一般を物理化学的法則で理解できると考えた特異な植物学
者で、生物学全体から見ても画期的な人物であった。さらにさかのぼれば、ペファーが助手を
勤め、研究の指導を受けたヴユルツブルク大学の J.ザックスこそは植物生理学という学問分野
を確立した人物で、ザックスによってベファーは真の植物生理学者に成長したと言ってよい。
ペファーの実証に基づいて研究や思想は 1881年に出版された「植物生理学一ハンドブック
(Pflanzenphysiologie・einHandbuch)に凝集されている口ペファーはやがてこれを書き改め、
1900年前後に改訂版を出版した。前述の、今はガラス箱に収められた「ペファ一文庫」は同書
改訂版のためのペファー自身の手書きの 2冊の製本されたノートなのである。私たちが学生の
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時に今村先生が情熱をもって語り、また 1978年にピユンニング先生がとくに愛着を示したのが
総計800ページにおよぶこの2冊のノートである。
時とともにインクで書かれたベファー自筆のメモは色槌せ、次第に薄れつつあった。このこ
とは、関係者の心を傷め、その保全という責任をどうして果たすべきかが真剣に検討されてい
た。元所長の高須さんには、文庫をドイツに返還するという考えもあったらしいが、幸い河崎
利夫さんが研究所長のとき、その復刻が研究所において承認され、研究所設立以来の後援機関
である大原奨農会(理事長は孫三郎氏の孫にあたる大原謙一郎さんである)の経済的援助によ
り1990-91年、この貴重なノートが復刻された。また、この復刻事業を記念して、 1992年春
には倉敷で「ペファー・シンポジウム」が開催され、ライプチヒ大学をはじめ内外の植物学者
によりペファーの人と業績について講演が行われた。
問題のベファ一手書きのメモであるが、これは前述のように彼自身のためのものであって、
人に読ませるためのものではなかった。字体はもちろん古いドイツ文字、例の亀の甲文字であ
る。今の学生諸氏であれば、ほとんど誰もその活字体すらも読めないであろう、あの字体であ
る。ところがこのノートはそれが筆記体である上、自分さえ解ればよいというメモの性質上癖
の強いいわばくずし字ときている。筆跡は解読がきわめて難しく、今ではドイツ人ですら殆ど
解読不能とのことだ、った。ましてや田沢さんや私の手に負えるもので、は到底なかった。
もともと、ペファーの文体は起承転結に乏しく、とても明快な叙述とはいえないものだ。も
っぱら実験事実をのべ、そこから言えることに関しては実に歯切れが悪く難解で、結局のとこ
ろ何が言いたいのかがわかり難い。ところが読むにつれて行間にキラリと輝くその思考法と独
創性には思わず引き込まれてしまう。したがって、改訂版を書くため、ベファーがどのような
考えを持ち、その思想をどのように発展させたかを後世の人聞が知ることは、単に興味がある
だけでなく、この学問分野に学ぶものにとって極めて大切であり、今後に益するところが大き
いことは明かであった。関係者の間でペファーのメモを解読しなければ復刻版の製作の意義も
半減するという意見が大勢を占め始めた。とくにこの事業を援助した大原さんは"解読"に大
きな関心を示し、大原奨農会がこの解読をさらに援助してくれることになった。
総計 800ページにおよぶこのノート 2冊は各ページに広い余白を持ち、しかも片面印刷とい
う特殊な製本版であって、印刷していない片面やページの余白にびっしりとペファーの自筆メ
モが記されている。問題は、今ではドイツ人でも読めないこのメモを一体誰が解読するか、で
あった。しかし、私たちは思いがけぬ幸運に恵まれた。前述の 1992年倉敷における「ペファー・
シンポジウムjに参加した一人、ライブチヒ大学の植物学講師、1.フロムホルト博士がノート
の解読を引き受けてくれることになった。東西統一後、大学においても多くの問題を抱え、難
しい社会、政治状況のもと、 50歳半ばでなお元気で研究と教育に忙しい彼女の困難な解読の仕
事は 1992年秋から始まったD 余程の熱意と忍耐がなければこんな厄介な仕事を引き受けてもら
えるものではなかった。その解読の仕事は 1992年秋には完了の目鼻がつき、彼女の熱意と努力
に対し私たちは敬意と感謝の気持ちで一杯であった。
この段階で関係者、とくに河崎利夫さん、田沢仁さんと私は、大原さんの意見も参考にし、
解読したドイツ文を英語に訳し、独一英対訳という形で出版する仕事に着手することになった。
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なぜなら、復刻版とドイツ文の解説文だけでは、日本に限らず、世界各国のとくに若い科学者
は読んでくれないだろうという予想ができたからである。独一英対訳にすれば世界中の多くの
人々もこれを読み、ペファーの植物生理学と現在の植物生理学との繋がりが広く理解されるで
あろうし、復刻の意義もより大きくなる、という考えだった。しかし本人自身のための記号や
ラテン語を含むこの古いドイツ語によるメモを、きちんとした英語に訳してくれる人物が果た
しているのだろうか、ということが次の問題となった。しかし、私たちは再び幸運に恵まれた。
チューピンゲン出身で日本シェリングの B.フリッツ・ツイーロート博士がこの困難な仕事を引
き受けてくれることになった。彼は英語はもちろん、日本語にも習熟した、いわばこの仕事に
最適任の人物であった。フリッツさんの奮闘はすさまじいもので、 1993年秋から始まった英訳
はたちまちその年 12月までに終了した。こうやって多くの人たちの協力と、まさに時に応じて
得られた幸運にも恵まれ、ペファー・ノートの解読英訳は完成し、この 4月に研究所から出版
のはこびとなった。
今回の事業は目立たないもので、多くの読者の皆さんには関心をもちにくい分野の仕事かも
しれない。しかし、さきの復刻版刊行とともに、日本だけでなく世界の科学の歴史に残るもの
と私たちは自負している。(岩波書庖「図書J4月号、 30-35、1994) (同内容のものは以下の
論説としても発表した:増田芳雄、田沢 仁、河崎利夫「ペファーノートの解読J日本植物生
理学会通信61: 13-17、1994; Masuda， Y.， M. Tazawa and T. Kawasaki: Deciphering of 
Pfeffer's Notes on the "Pflanzenphysiologie， ein Handbuch" JSPP Newsletter 29:2・5，1994) 
「長松篤棄のこと一日本における揺藍期の植物生理学j
W.ジモーニス教授は一冊の古ぼけた学位論文を私に示した。葉緑体の作用に関するその論文
(Beitrage zur Kenntnisse der Chlorophyllfunktion) は 1888年に発行され、著者は A.
Nagamatszとあった。私が、植物生理学の創設者ユリウス、ザックスに関する資料をしらべる
ため西ドイツのヴュルツブルク大学植物学教室を訪れた 1977年初秋のことである。ジモーニス
教授は「ザックス教授のもとで学んだ最初の日本人がこの人だ」と説明した。私が長松篤楽の
名を知ったのはこのときである。小倉謙編「東京帝国大学理学部植物学教室変革J(昭和 15年)
をみると、 I(前略)その頃三好学が柱頭刺激感応に関する実験を行ひしが如きは本邦における
植物生理学研究のこう矢たるべし。然れども邦人にして更にこれに先立ちて生理学研究をなせ
し人に長松篤業ありJとある。
「東京火災保険株式会社五十年史J(昭和 13年)に以下の記述がある (392頁)0I長松社長
は昭和 7年7月31日、取締役社長の職を辞せられ、同時に推されて評議委員に就任せられた。
長松男爵は明治 26年、当社が創業期の苦境時代に安田善次郎氏等に依って大改革せられてその
更正を策せられた際に取締役として入社、爾来常務取締役、副社長、社長に虚任、四十年の永
きに亙って或いは社務の枢機に参画し、或いは之れを統理して当社の経営に尽痛せられ、その
隆盛を致されたる功はまことに偉大なるものがある。又同男は同系帝国海上、東洋火災、太平
火災の各社に在っても永年、或いは社長、或いは副社長、取締役に在職せられ、安田系損害保
険会社の重鎮として終始せられた。」
